
会　場

入館料

土令和
８年 9月19⽇

〒626-0041　京都府宮津市鶴賀2164−1
宮津市歴史資料館（みやづ歴史の館4階）

無料

9:00~17:00（入館は16:30まで）

問い合わせ　宮津市教育委員会社会教育課（⽂化財保護担当） ☎0772−45−1642
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主催：宮津市、宮津市教育委員会　 共催：（公財）宮津市⺠実践活動センター  展示の詳細は
コチラから

特設サイト
「旅と宮津」

古くから多くの旅人を迎えてきた宮津・天橋立。

ケラーマンとヴァルザーが心惹かれた、この地の魅力とは？

旅人たちが残した紀行文や絵画、旅案内を通して、

時代を越えて人々を魅了し続けた宮津・天橋立の姿をたどります。



会 　 期

料 　 金

会 　 場

9月5日（土）～9月27日（日）

浜町ギャラリー
（宮津阪急ビル〈ミップル〉3階）

　 明治41年（1908）、ドイツ人作家ベルンハ
ルト・ケラーマンとスイス人画家カール・
ヴァルザーは宮津を訪れ、その美しい風景
や豊かな文化に深く魅了されました。帰国
後、二人は紀行文や絵画を通して宮津の魅
力をヨーロッパへ紹介し、その記録は今日
まで伝えられています。
 　宮津・天橋立は、古くから多くの旅人を
迎えてきました。江戸時代には庶民の旅が
盛んになり、歌に詠まれた名所を巡る旅や
社寺参詣が広がると、天橋立や宮津城下町
にも多くの人々が訪れて賑わいました。ま
た、与謝蕪村をはじめとする文人が逗留
し、地域の人々との交流の中から数多くの
作品が生まれました。近代になると、天橋
立の公園化や道路・鉄道など交通網の発達
によって近代観光地へと発展しました。小
室洗心や地元の文化人・郷土史家らとの交
流を通して、与謝野寛・晶子夫妻をはじめ
とする多くの文人墨客がこの地を訪れ、新
たな作品を残しています。
 　本展示では、近世から近代の「旅」をテ
ーマに、紀行文や絵画、旅案内などを通し
て、旅人たちが見つめた宮津・天橋立の姿
を紹介します。

旅人たちの眼差しから紐解く、
「宮津」・「天橋立」の魅力

関連事業

その他、様々なイベントを開催予定！詳しくは、特設サイト「旅と宮津」をチェック！

Ein Spaziergang
in
Japan（邦題：日本散策記）
［清輝楼 蔵］

宮津・舞鶴間鐡道路線実測図（明治26年9月）
［宮津市教育委員会 蔵］

「スイス絵画の異才　カール・ヴァルザー展」
　宮津サテライトパネル展

午前10時から午後8時まで
（月曜日は午後5時まで）

入場無料

東京ステーションギャラリー、大阪中之島美術館
で展示されたヴァルザーの作品や、その生涯、宮
津での足跡をパネルで紹介。

京都丹後鉄道「宮津」駅から徒歩8分
京都縦貫自動車道「宮津天橋立IC」から車で約5分

扶桑名勝図 (丹後国天橋立之図)
［宮津市立図書館 蔵］

浜町ギャラリー
（宮津阪急ビル）

道の駅

重要文化財
旧三上家住宅

宮津市歴史資料館
（みやづ歴史の館）

市役所

宮津駅
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